
ワークショップだより vol.1
烏 城 公 園
（石山公園地区）

当日のプログラム
１．開 会
２．オリエンテーション
・現地点検や検討案についてなど
３．現地点検
３．ワークショップ
・｢魅力を感じる、使い方を考える、課題を
とらえる」をテーマに意見を出し合う

４．各班発表
５．閉 会

第１回
ワークショップを
開催しました

平成28年11月12日（土）、旧内山下小学校（体育館）にて第1回
ワークショップを行いました。当日は公募による参加者やまちづく
りに関わりのある方など16名の方に参加していただきました。

石山公園リニューアル計画
ワークショップとは

烏城公園内の石山公園エリアは、岡山城や岡山後楽園、
旭川の水辺を巡る“回遊の拠点”であり、多くの市民の交
流・活動の拠点として、親しまれています。岡山市では、
回遊性のさらなる向上と、にぎわいの拠点の創出を目指し
て、石山公園のリニューアルを計画しています。
そこで、市民の皆さんと一緒に、「石山公園及びその周

辺の望ましい姿」を共に考え、リニューアル計画に活かす
ことを目的として、ワークショップを開催しています。

開催日 開催場所

第１回 平成28年 11 月 12 日 （土） 旧内山下小学校（体育館）

第２回 12 月 18 日 （日） 岡山県立図書館（サークル活動室２）

第３回 平成29年 11 月 21 日 （土） 〃

第４回 1 2 月 18 日 （土） 〃

■ワークショップの開催スケジュール

※ワークショップ開催結果のお知らせです。

都市整備局庭園都市推進課事業推進係（担当：宮内）
電話：086-803-1395 FAX：086-803-1740 〒700-8544岡山市北区大供一丁目1番1号

問い合わせ先

• 石山公園の資質を最大限に活かす。
• 誰もが使いやすく、安全で安心して使用できる空間を確保する

H27年度の基本設計における石山公園のゾーニング案の一例

いざないの間
・大木を活かし整え、歴史を感じさせる。
・段差やモニュメント混在等による閉鎖感を解消し、平
坦で広がりある明るい玄関口とする。

石山ガーデンテラス
・パノラマ景観を活かした空間を
確保、周辺回遊の結節点として
の機能向上を図る。

・段差や空間を分断する要素を撤
去するなど、一体的に利用可能
な広場空間を確保する。

・「にぎわい」を創出する便益機
能として、「茶屋・カフェ」
（高質なトイレを併設）を備え
る。

・市民会館側の常緑樹を適切に間
引き、市民会館側と一体的な明
るい空間を確保する。

見通しの間

・ケヤキの木漏れ日の中で、景色を眺めたり、語らったりできる空間を確保する。
・イベント時にガーデンテラスを補完する空間とし、「舞台・ステージ」を確保する。

再整備の考え方

主な再整備メニュー

▶まちかど・エントランス空間再整備 ▶トイレ建替え
▶野外ステージ再整備 ▶園地段差解消と園路広場配置見直し
▶休憩機能の強化 ▶照明再整備 ▶モニュメント等移設
▶コンセント盤整備 ▶イベント用汚水排水桝整備
▶給水設備整備 ▶雨水排水設備更新 など



第１回
ワークショップの
様子

みんなの声現地点検で石山公園の魅力や課題を掘り起した後、３班に分かれ
たワークでは、『魅力を感じる、使い方を考える、課題をとらえ
る』をテーマに現地で感じた意見を出し合いました。

現地点検
緑がいっぱいです

このロケーションは魅力

ワーク

たくさんの意見が出ました

発 表

班ごとに発表しました

岡山城後楽園
鶴見橋 月見橋

公園の活かすべき資質

歴史的文化的景観へ来訪者をいざなう場所・緑

市民活動（賑わい）の盛んな場所

パノラマを見渡せる場所

魅 力

課 題

期 待

立地 ・岡山駅からのアクセスが良いという立地条件
・岡山城や岡山後楽園が周りにあり、回遊の起点となる公園 など

自然 ・木や緑など四季折々の自然が多く、過ごしやすい
・夏涼しく冬暖かい憩いの場 など

景観 ・公園からのパノラマ景観の良さ など
その他 ・岡山のイベントの聖地 ・外国人が多く国際的 など

目的 ・公園の使い方に意図が感じられない

施設
・トイレが暗く汚い（和式である） ・自転車置き場が無い
・モニュメントや看板が多い
・イベント開催のための施設が整備されていない（水道、電源、搬入路など）
・ステージが景観を阻害 など

機能 ・段差が多い ・夜の灯りが少ない ・フェンスが低い など

施設

・景観と地形を活かしたカフェの整備 ・川沿いへのベンチの整備
・ステージ ・バーベキュースペース ・彩のある植栽
・フットライトの設置
・公園施設（ベンチ、花壇など）の適正な配置とデザインの統一
・川と連携した空間の活用 ・芝生広場の整備 など

構想
・コンセプトを明確にした土地利用
・烏城公園全体の魅力を向上できる役割りを持たせる
・誰もが楽しめる憩いと観光が共存した公園 など

機能 ・インバウンドの拠点 ・イベントの展開 など

各班の意見のキーワード

Ａ班 Ｂ班

「パノラマ景色」
「立地」「緑」
「コンセプト」「トイレ」
「段差」「デザイン」
「回遊性」 など

「ロケーション」「緑」
「景観」「柵」「駐輪場」
「トイレ」「イベント」
「暗さ」「カフェ」
「エリア全体の魅力向上」
など

Ｃ班

「立地」「回遊性」
「景観」「歴史」
「緑」「トイレ」
「明るさ」「駐輪場」
「イベント」「安全性」
「ライフスタイル」
「空間活用」
「グリーンベルト」

ワークショップでは石山公園の「魅力」「課題」「期待」について意見や
アイデアを出し合っていただき、多くの意見やアイデアが出されました。一
部ですが紹介します。


